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研究成果の概要（和文）：自然や時代の兆候を読み、それに応じて現在の環境を整えようとする行為は、どの時
代、どの地域でも観られる出来事である。しかし現代においては、そこに科学が深く関与するという点でその意
味合いが異なる。科学的な予測の圧力が増大する中、社会はどのように変化するのか、その過程を明らかにする
事が目的である。本課題は、予測科学の共通性と多様性、予測と政策の接続の問題という分析の視点から、地
震、生物・医療、経済予測、災害予測等の個別領域に観られる予測の問題を扱った。結果、地震予測モデルにお
ける手続きのブラックボックス化により生じる問題、予測科学と政策的期待のギャップ、予測の行為遂行性によ
る社会変容を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project, entitled Simulation, Prediction and Society: The Politics of 
Forecasting,is an attempt to unpack social processes and social dynamics that exist at the 
intersection of the science of forecasting and society. Scholars in this project have dealt a range 
of topics such as earthquake prediction, simulation programs used for epidemic prediction, economic 
forecasting models, etc so as to unpack social processes that are involving the black boxed 
methodologies used for forecasting, and social tensions created by gaps between what science can and
 what society expects. 

研究分野：科学技術社会論

キーワード： 予測科学　予測と社会　行為遂行性　期待の社会学　科学の言葉の使われ方　科学知識の流通　言語行
為論

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
予測科学について学術的な注目が国内外で集まり始めている中、本課題は多様な事例と多層的観点かの予測と社
会の問題について本格的調査に先鞭をつけたという点で、学術的な貢献があると考える。また、自然科学研究者
を含む異分野の研究者(科学社会学，科学人類学，科学政策，科学史，社会心理学，地震学)が高次の背景知識を
前提として、本格的な学際研究を実施したという点においても学術（特に学際研究）への貢献ができたと考え
る。また本課題を通し、予測科学の個別性と限界を明らかにでき、その上で予測科学に対する盲信と不信の両極
端を排除する必要性を述べる事ができたのは、社会的にも意味のある研究成果となった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現代社会は，いまだ起こらない未来についての予測を立てることで，現在の行動を決めるこ

とが多くなった社会であり，この状態を未来の植民地化（Giddens, 1991）と呼ぶ社会学者も
いる．気候や災害予測，投資，市場予測，技術アセスメント，リスク，人口動態など，予測の
適用は広範囲にわたり，われわれの現在の行動，政策等を深く規定している．そのための専門
の学問（たとえば未来学），技術の開発（予測モデル，スパコン，予測用インフラ）も生まれる
など，予測は社会のさまざまな領域に深く浸透する． 
 しかし，こうした予測にはいくつかの問題がある．１）地震，気象，市場，人口動態等が，
どういう手続きで予測されているのか，その過程の多くはブラックボックス化されており，専
門家以外には理解が難しい．２）長期予測は不可能だという科学コミュニティー内での合意が
みられるが，政治的に重要なのは長期予測であり，科学と政治のギャップが存在する．３）予
言の自己実現という概念が示すように，社会に関する予測は，事実の観測ではなく意思の表明，
つまり予測という行為によって行為そのものが実現する，行為遂行的（performative)な側面が
強い．この点は，近年の STS（科学技術社会論）でも主要な論点として議論されている（Callon 
et al. 1998; Mackenzie et al. 2008）．地球温暖化や地震といった問題の予測が，政治的行為と
渾然一体化している状況を見ても，予言の自己実現という社会的なプロセスを無視しえないこ
とがわかる． 
これまで予測に着目した STS 研究では，地球温暖化に関する諸予測の形成過程(Edwards 

and Miller et al. 2008; Edwards, 2010)や，それが政策や人々の環境観にあたえる影響(Harper, 
2011; Rosenbaum, 2013)などが挙げられる．しかしこれらは，個別事例の議論にとどまってお
り，本課題のように予測科学そのものの問題，さらには予測科学と社会との関わりを領域横断
的に取り扱おうという試みは，国際的にみてもほとんど見当たらない． 
予測科学の本質である行為遂行的側面を分析・考察するためには，予測から政策・社会に至

る知識の流通過程をとらえる総合的分析が欠かせない．本研究は，こうした問題関心を前提と
して，予測をめぐる科学技術的実践の多様性とそれが政治および社会に与える影響（さらにそ
の逆）を解明することを目的とする．巨大災害・気候変動にかかわる科学が政策的に大きな意
味を持つことに社会的注目が集まっているが，こうした現象を「予測」という概念から捉える
ことで，災害以外の他分野（生物学や経済学）と共通の土台で議論を展開できる．これは，本
課題の参加メンバーのそれぞれの専門性の交流を通じて得た着想であると同時に，期待の社会
学（Brown and Michael 2003）といった科学技術社会論の最先端の理論的系譜をさらに強力
に推し進めるものである． 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，予測をめぐる科学技術的実践の多様性とそれが政治および社会に与える影
響を解明することである．そのために，予測科学／政策／社会の三領域での相互構成を扱う．
第一に，自然科学・社会科学でなされるさまざまな予測という活動の共通性と多様性を把握し，
その政策的・社会的含意を明らかにする．第二に，予測が政策過程とどのように相互交渉し，
どのような問題が生じるかを領域横断的に観察して明らかにする．第三は，予測科学／政策の
混合体が，社会にあたえる影響と，それが再帰的に予測科学／政策に反映する過程を明らかに
する．具体的には、以下の３つの視点から問題意識にアプローチする． 
 
１．予測科学の共通性と多様性 
近年の計算能力の高速化によって，シミュレーションが現実的な影響を及ぼしている．しかし，
シミュレーション自体は，多くの技術的限界があり，またその計算結果も，依存する仮説によ
って大きく異なりうる．また，分野によって基盤となるデータの測定体制が異なる．この問い
においてはいくつか代表的な予測科学のケース（地震学，気象学，生物・医療，人工市場，未
来学）をとりあげ，それらのモデルの特徴，計測の問題，計算の現実性と限界，計算速度との
関係といった，予測科学の特性を明らかにすることを目的とする．予測が政策／社会という文
脈におかれた時，どのような問題点をもたらすかを解析するための基礎的な分析となる． 
 
２．予測と政策 
政策は未来についての意志決定という意味で，本質的に予測科学と不可分の構造を持っている．
特に科学技術政策で用いられる，評価，フォーサイト，テクノロジー・アセスメントといった
手法は、ブラックボックス化されており，結果だけが政策の説明データとして用いられる傾向
がある．また，さまざまな（相矛盾する）予測結果に対して，政策決定においてはそれらを取
捨選択し，特定の方向へと収斂させる必要がある．この問題では，多様な予測科学の成果が，
どのように政策に反映される（反映されない）か，さらに，予測が事後的に無効になった場合，
そうした政策の失敗からどのような学習がなされるか，また現場レベルでの予測科学の精度と
政策的な要求に矛盾がある場合（地震予知，汚染の拡大等の予測）どのような調整がなされる
のかといった予測と政策の関係性を明らかにする．  
 
３．予測と社会 
予測問題が社会一般のレベルに直接的に関係するのは，それが特にリスクとして知覚され，日



常的な実践に直接的に関係すると理解される場合である．地震，異常気象，汚染拡散といった
諸現象に対する予測と，それによって生み出される規制が，さまざまな媒体（政策，メディア，
風評や噂）によってより一般化され，社会的に重要な影響をあたえる．この問いでは，そうし
た予測から社会への流れを，基盤となる予測科学の上流から，一般の人々のレベルにいたる，
大きな「知識の流通過程」と見なし，予測科学の成果の社会全体の運動，さらにそれが逆流し
て，政策や予測科学自体に影響をあたえる循環的な関係を分析する． 
 
予測科学について学術的な注目が国内外で集まり始めている中，本課題は多様な事例と多層的
観点からの本格的調査に先鞭をつけたという点で，学術的に意義深い貢献ができた．また，自
然科学研究者を含む異分野の研究者(科学社会学，科学人類学，科学政策，科学史，社会心理学，
地震学)が高次の背景知識を前提として，本格的な学際研究を実施したという点においても学際
領域への貢献ができた．  
 
３．研究の方法 
本研究は，さまざまな予測科学分野の具体的な科学的な内容と，それが政治社会的な文脈に

おいて持つ意味を同時並行的に分析した．これは国際的な STS 研究の標準に従った方法である． 
地震学，気象学，人工市場，食品リスクを中心に，三階層を同時並行的に分析した．以下が具
体的な分析の視点である． 
 
1 予測科学の共通性と多様性：予測科学のさまざまな領域における特性と限界の比較分析． 
2 予測と政策：政策形成における予測を可能とする諸手法のメタ分析，予測科学と政策のイ

ンターフェース分析． 
3 予測と社会：予測科学／政策融合体が，さまざまなメディア（規制，メディア，噂）等     を

通じて，社会全体に拡散するプロセス分析． 

 

図１．予測科学・政策・社会の循環過程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果  
科研分担者による継続的な研究により，4 年間を通し多数の図書や論文を出版することがで

きた．特筆すべきは，最終年度に『予測がつくる社会：「科学の言葉」の使われ方』（2019 年、
東京大学出版会）を出版したという点である．この本は，もう既に国内の学術雑誌や研究会等
で紹介され始めており，引き続き積極的に研究成果の普及を図りたい． 
２つ目の成果として，国内外の研究者の参加による研究会を複数回実施したという事が挙げ

られる．研究会には，科学社会論，科学社会学の一線で活躍する研究者等を招き，科研メンバ
ーを交え研究討議を実施した．これらの研究会には，国内外の若手の研究者も招き，若手研究
者の教育の場づくりも心掛けた． 

以下に主な招へい研究者を示す． 
 

 インフラ研究 Geoffrey Bowker 教授（カリフォルニア大学アーバイン校） 
 期待の社会学 H. van Lente 教授（マーストリヒト大学）  
 生命科学の社会学 Stephen Hilgartner 教授 （コーネル大学） 
 イノベーション研究 Niki Vermeulen 博士 （エジンバラ大学） 
 イノベーション研究 Jane Calvert 博士 （エジンバラ大学） 
 科学政策研究 奥和田久美博士（北陸先端科学技術大学院大学） 
 科学政策研究 白川展之博士（文部科学省科学技術・学術政策研究所） 

 
3 つ目の成果として，国内外の学会で多数の口頭発表をしたという点が挙げられる．Society for 
Social Studies of Science (国際科学技術社会論学会)，International Conference on Human 
Computer Interaction（ヒューマンコンピュータ・インタラクション国際会議），International 
Congress on Technology, Science and Society（技術科学社会国際会議），科学技術社会論学
会，リスク研究学会等で発表を行った． 
 
５．主な発表論文等 
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橋本敬「複雑系と進化経済学」進化経済学会，2017 年． 
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〔図書〕（計１１件）⋆山口・福島編著に本科研参加者の論文が 7 件所収されている為、それらを含む） 
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